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二乙

Jレ

＠
、
グ
レ
コ
に
よ
る

サ
ン
ト

ド
ミ
ン
ゴ

． Jレ
コニ

＠ 

． 

一

序

ニ
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ
1
グ
ォ
修
道
院
の
新
聖
堂
建
設
事

業
と
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
祭
極
衝
立

三
死
の
膜
想

i
l
「
聖
母
被
昇
天
」

四
護
休
と
の
連
関

l
i
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
像
と
袈
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像

五
祭
壇
衝
立
の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム

序

エ
ル
・
グ
レ
コ

H
W
H
O円
刊
の

O

（
本
名
口
0
5白己
r
g
J門
E
C
円。roM】

ocrc
は、

五
七
七
年
か
ら
一
五
七
九
年
に
か
け
て
、

ト
レ
ド
の
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ

ル
・
ア
ン
テ
ィ
l
グ
ォ
修
遊
説
∞
田
口
言
ロ

o
g
Eぬ
C

白
日
〉
ロ
去
山
口
O

の

大
規
模
な
祭
壌
衝
立
を
制
作
し
た
ハ
挿
図
1
〉
。
祭
壇
衝
立
は
、
聖
堂
内
陣
と
袖

廊
に
計
三
基
あ
り
、
こ
れ
ら
に
全
部
で
九
点
の
絵
闘
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の

絵
画
作
品
の
内
六
点
ま
で
は
現
在
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
祭
壊
衝

立
本
体
は
開
修
道
院
に
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
お
り
、
制
作
当
初
の
絵
画

ア
ン
テ
ィ

i
グ
ォ
修
道
院
の
祭
壇
衝
立

岡

裕

成

田

の
配
置
も
異
論
な
く
一
得
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
祭
壇
衝
立
を
構

成
す
る
絵
画
作
品
を
図
像
学
的
な
立
場
か
ら
検
討
し
、

そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て

ど
の
よ
う
な
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

グ
レ
コ
が
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

1
グ
ォ
の
仕
事
を
手
が

け
た
の
は
、
彼
が
ス
ペ
イ
ン
に
現
れ
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
五
回

一
年
ク
レ
タ
島
の
首
府
カ
ン
デ
ィ
ア
に
生
ま
れ
た
グ
レ
コ
は
、

一
五
六
八
年
頃

イ
タ
リ
ア
に
渡
る
。
彼
は
、
初
め
ヴ
且
ネ
ツ
ィ
ア
に
、
次
い
で
一
五
七

O
年
か

ら
は
ロ
！
マ
に
滞
在
し
、

イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
を
精
力
的
に
研
究
す

る
。
グ
レ
コ
が
ス
ペ
イ
ン
に
現
れ
た
の
は
、
こ
の
後
一
五
七
六
年
頃
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
以
後
彼
は
、

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

1
グ
ォ
の
祭

壇
衝
立
を
皮
切
り
に
、
こ
の
国
の
古
都
ト
レ
ド
で
の
作
品
制
作
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
る
。

こ
の
ト
レ
ド
時
代
の
グ
レ
コ
の
活
動
の
大
き
な
特
色
は
、
個
人
礼
拝
堂
や
修

道
院
聖
堂
と
い
っ
た
一
般
信
者
が
あ
ま
り
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
の
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サγト・ドミ γゴ・エノレ・アソティーグォ修道院聖

堂内部（主祭主官僚立と脇祭制民立〕
挿図1

た
め
に
主
と
し
て
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・

エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

1
グ
ォ
修
道
院
の
祭
壇
衝
立
も
そ
の
よ
う
な
中
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
う
し
た
注
文
は
、
こ
の
街
の
高
位
聖
職
者
を
中
心
と
す
る
知
識
人
た
ち

に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
、

グ
レ
コ
は
、
こ
れ
ら
学
識
深
い
注
文
者
そ
れ
ぞ

れ
の
要
求
に
基
づ
き
、
高
度
な
意
味
内
容
を
持
っ
た
作
品
を
生
み
出
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
グ
レ
コ
の
作
品
の
理
解
に
は
、

そ
れ
が
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
意

図
に
基
づ
い
て
制
制
作
さ
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
第
一
に
必
要
と
さ
れ
る
。

以
下
本
論
で
は
、

ま
ず
、
こ
の
祭
摺
衝
立
の
制
作
に
至
る
事
情
、

お
よ
び
、

そ
の
注
文
者
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
上
で
作
品
の
関
像
研
究

に
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
た
い
。

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

l
グ
ォ
修
道
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院
の
新
聖
堂
建
設
事
業
と
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
祭
壇
衝
立

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

i
グ
ォ
修
道
院
に
残
る
グ
レ
コ
の

祭
壇
衝
立
は
、
こ
の
修
道
院
に
新
た
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
聖
堂
の
建

設
に
付
随
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
祭
壇
衝
立
の
基
本
的
な
性
格
は
、

こ
の
新
喪
堂
が
に
な
わ
さ
れ
た
役
割
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
聖
堂
建
設
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
i
ア
・
デ
・
シ
ル
パ

ロ
o
E
忠
良
釘
円
円
四
回
目
〈
同
と
い
う
一
人
の
信
仰
厚
い
女
性
の
進
一
言
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
王
室
に
仕
え
た
侍
女
で
、
宮
廷
を
辞
し
た
後
こ
の
修
道
院
に
隠
居
し
、

一
志
七
五
年
没
し
た
。
ド
ニ
ャ
・
マ
リ
1
ア
は

そ
の
死
に
際
し
て
、
自
ら
の

墓
所
を
彼
女
の
家
系
に
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
修
道
院

〈
ト
レ
ド
〉
の
袈
堂
内
に
設
け
る
こ
と
を
遺
言
し
、

そ
の
計
画
の
実
行
者
と
し

て、

当
時
ト
レ
ド
大
聖
堂
の
聖
堂
参
事
会
合
文
の
職
に
あ
っ
た
友
人
デ
ィ
エ

を
指
名
し
た
。
し
か
し

ゴ
・
デ
・
カ
ス
テ
ィ
l
リ
ャ

ロ
芯
m

O

L自
の
同
町
門
戸
－
出

デ
ィ
エ
ゴ
は
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
i
ア
の
遺
骨
一
口
を
全
く
違
っ
た
形
で
執
行
す
る
。

皮
士
、
f
t
 ド
ニ
ャ
・
マ
ザ
l
ア
が
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ
i
グ

ォ
で
隠
退
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
彼
女
の
墓
所
聖
堂

を
こ
の
修
道
院
の
方
に
建
設
す
る
こ
と
を
強
引
に
決
定
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
ノ
1
ア
の
遺
言
に
は
彼
女
一
人
の
た
め
だ
け
の
個
人
礼
拝

堂
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ィ
エ
ゴ
は
、
サ
ン

（

3
）
 

ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
の
新
し
い
聖
堂
を
彼
自
身
の
墓
所
に
も
指
定
し
た
。
こ
う
し
て



デ
ィ
エ
ゴ
は
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
i
ア
の
遺
言
を
い
わ
ば
利
用
し
て
、

サ
ン
ト
・

ド
ミ
ン
ゴ
に
自
ら
の
墓
所
と
も
な
る
聖
堂
を
建
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
聖
堂
の

建
設
は
、

一
五
七
六
年
ニ
月
に
着
手
さ
れ
、
以
後
そ
の
作
業
の
一
切
は
デ
ィ
エ

ゴ
自
身
の
監
督
下
に
進
め
ら
れ
る
。
グ
レ
コ
に
対
す
る
正
式
注
文
は
一
五
七
七

年
八
月
八
日
に
為
さ
れ
た
。
制
作
途
中
に
追
加
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、

グ
レ
コ

が
こ
の
注
文
に
基
づ
い
て
手
が
け
た
仕
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、

グ
レ
コ
が
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
も
の
と
し
て
、
主
祭
壇
と

二
つ
の
脇
祭
壇
に
揚
え
ら
れ
た
計
一
一
一
基
の
祭
壇
衝
立
、

お
よ
び
主
祭
壇
衝
立

ハ
挿
図
2
〉
に
付
属
す
る
五
体
の
木
彫
像
、

さ
ら
に
主
祭
壇
に
置
か
れ
た
聖
櫨

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実
制
作
は
ト
レ
ド
の
建
築
・
彫
刻
家
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ

ス
タ
・
モ
ネ
l
グ
ロ
ト
「
口
問
ロ
切
開
己
目
的
門
戸
出
。
詩
型
o
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
次

主祭主霊筋立持！翠2

に
、
グ
レ
コ
白
身
で
制
作
し
た
の
が
、
祭
壇
簡
立
を
飾
る
九
点
の
絵
画
作
品
で

あ
る
。

聖
堂
内
陣
の
主
祭
壊
衝
立
に
は
、

「
聖
母
被
昇
天
」
、

こ
れ
ら
の
内
、

「
福
音
史
家
ヨ
ハ
ネ
ヘ
「
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
」
、

「
抑
五
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
」
、

＠ 
J、、

ノレ

ナ
ノレ

し一、

一体」、

お
よ
び
「
ヴ
エ
ロ
ニ
カ
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
が
置
か

れ
て
い
る
（
挿
図
日
比
〉
。
袖
廊
の
二
つ
の
脇
祭
壇
衝
立
に
は
、
内
陣
に
向
か
っ
て

左
側
の
も
の
に
「
学
飼
の
礼
拝
」
（
挿
図
同
日
）
、

右
側
の
も
の
に
「
キ
リ
ス
ト
の

復
活
」
〈
挿
図
ぬ
〉
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は

五
七
九
年
九
月
ま

で
に
全
て
完
成
し
、
修
道
院
側
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
献
堂
式
は
同
年
九
月
二
ニ

日
に
行
わ
れ
、
次
い
で
翌
二
三
日
に
は
新
聖
堂
主
祭
壌
に
お
い
て
、
最
初
の
ミ

サ
が
執
り
行
わ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

グ
レ
コ
の
祭
壇
衝
立
は
、

そ
の
注
文
者
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・

カ
ス
テ
ィ

1
リ
ャ
お
よ
び
ド
ニ
ャ
・
マ
リ
1
ア
・
デ
・
シ
ル
パ
の
墓
所
聖
堂
を

飾
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

グ
レ
コ
の
祭
壇
衝

立
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
死
者
の
救
済
を
祈
る

と
い
う
聖
堂
の
機
能
は
、
注
文
者
デ
ィ
エ
ゴ
を
介
し
、

グ
レ
コ
の
祭
壇
衝
立
に

も
当
然
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
作
品
制
作
に
対
す

る
注
文
者
側
の
監
督
権
は
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
正
式
契
約
に
先
だ
っ
て
、

グ
レ
コ
が
注
文
者
側
と
取
り
交
わ
し
た
『
覚
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「

も
し
、
こ
れ
ら
の
絵
の
い
ず
れ
か
が
、
部
分
的
に
せ
よ
全
体
的
に
せ
よ
、

（
注
文
者
に
〉
満
足
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
述
の
ド
ミ
ユ
コ
（
グ

レ
コ
〉
は
、
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ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
カ
ス
テ
ィ
i
リ
ャ
に
と
っ
て
完
全
で
満



足
の
い
く
よ
う
に
、

そ
れ
ら
を
修
正
あ
る
い
は
蒋
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
ド
ミ
ニ
コ
は
、
可
否
に
つ
い
て
の
判
断
を
、
彼
（
デ
ィ
エ
ゴ
〉
の
考
え
に

委
ね
、

い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
彼
の
考
え
に
従
い
、
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
前
述

の
聖
堂
参
事
会
々
長
（
デ
ィ
エ
コ
）
の
希
望
に
反
す
る
い
か
な
る
反
論
も
す
る

こ
と
な
く
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

こ
の
文
書
に
見
ら
れ
る
通
り
、
注
文
者
の
意
向
は
、
作
品
の
か
な
り
の
細
部

に
至
る
ま
で
を
規
定
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
祭
壇
衝
立
の
理
解
に
は
、

作
品
に
つ
い
て
詳
細
な
指
示
を
行
っ
た
デ
ィ
エ
ゴ
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ

た
の
か
も
重
要
な
問
題
と
な
る
。

デ
ィ
エ
ゴ
は

五一

O
年
か
ら
一
五
年
境
、

ト
レ
ド
大
聖
堂
の
聖
堂
参
事

会
々
一
長
フ
ェ
リ
ー
ベ

－
デ
・
カ
ス
テ
ィ
l
リ
ャ
明
白
日
目
匂
伺
仏
由
。
回
出
円
山
口
出
の
庶

子
と
し
て
生
ま
れ
、

一
五
五
一
年
、
父
と
同
じ
職
に
就
い
た
。
聖
堂
参
事
会
々

長
は
、

ト
レ
ド
の
大
司
教
区
に
お
い
て
、
大
一
可
教
に
次
ぐ
地
位
で
あ
っ
た
。
こ

の
重
要
な
職
に
あ
っ
て
、
彼
は
、
当
時
の
教
会
問
題
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

こ
の
こ
ろ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は

一
五
一
七
年
に
端
、
な
発
し
た
宗
教
改
革

の
動
き
に
対
し
、

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
を
開
催
し
、
教
会
の
刷
新
と
粛
正
を
自

的
と
す
る
対
抗
宗
教
改
革
運
動
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
デ
ィ
エ
ゴ
は
、

一
五
七

七
年
に
ト
レ
ド
大
司
教
に
就
任
し
た
ガ
ス
パ

i
ル
・
デ
・
キ
ロ

1
ガ

。
問
的
問
）
出
吋

門
山
由
。
巳
円
om同
と
と
も
に
、
こ
の
運
動
な
ト
レ
ド
に
お
い
て
積
極
的
に
推
進
し

た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
が
、
大
司
教
就
任
直
後
の
キ
戸
！
ガ
に
宛
て
た
書
簡
に

t土

「
ハ
ト
レ
ド
〉
大
司
教
区
が
再
建
さ
れ
、
以
前
に
も
ま
し
て
強
く
、

ま
た
、

（

5
）
 

引
き
立
っ
た
も
の
と
な
る
」
ょ
う
努
力
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
運

34 

動
の
中
で
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
た
隈
お
は

（
一
〉
聖
母
無
原
罪
の
教
義
の
確

ふ L
jL 

（
一
一
一
）
聖
人
、

お
よ
び
聖

（
二
〉
ミ
サ
の
徹
践
と
聖
一
体
の
秘
跡
の
強
調
、

の
三
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン

造
物
に
対
す
る
崇
敬
、

ト
と
の
間
に
論
争
の
あ
っ
た
、

し
た
が
っ
て
カ
ト
ワ
ヅ
ク
に
と
っ
て
は
擁
護
す

ベ
き
教
条
で
あ
っ
た
。

他
方
、
デ
ィ
エ
ゴ
は
相
当
な
知
識
人
で
も
あ
っ
た
。
被
は
サ
ラ
マ
ン
カ
と
バ

リ
ャ
ド
リ
i
ド
の
大
学
で
教
会
法
を
修
め
、
ア
ル
カ
一
フ
・
デ
・
エ
ナ
i
レ
ス
の

大
学
で
は
神
学
と
哲
学
の
研
究
を
深
め
た
。
こ
う
し
た
学
識
に
基
づ
き
、
彼
は

し他
ての
い数
Z主主人

v の

神
学
者
と
と
も

ト
レ
ド
の
教
会
で
用
い
ら
れ
る
祈
嬬
書
も
著

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ィ
早
ゴ
は
カ
ト
リ
ノ
ッ
ク
の
教
義
に
精
通
し

ま
た
、
対

抗
宗
教
改
革
期
の
教
会
問
題
に
も
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

サ
ン
ト
・

ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・
ア
ン
テ
ィ

1
グ
ォ
修
道
院
の
新
製
堂
は
、
こ
の
デ
ィ
エ
ゴ

が
、
自
ら
と
ド
ニ
ャ
・
マ
リ
l
ア
・
デ
・
シ
ル
バ
の
死
後
を
託
す
る
場
と
し
て

構
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
聖
堂
の
室
聖
所
を
飾
る
グ
レ
コ
の
祭
壇
衝
立
に

は
、
死
後
の
救
済
へ
の
祈
り
が
、
こ
こ
に
見
た
よ
う
な
デ
ィ
エ
ゴ
の
信
仰
や
学

識
に
却
し
た
形
で
表
現
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
祭
壇
衝
立
の
関
録
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
考
察

を
試
み
た
も
の
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
や
リ
チ
ャ

i
ド
・
マ
ン

ら
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
含
め
、
従
来
の
研
究
で
は
、

＜...ー

の

祭
壇
衝
立
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
と
思
わ
れ
る
図
像
表
現
が
十



分
に
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
以
下
の
考
察
で
は
、

そ
う
し
た
表
現
を
二
つ

の
商
か
ら
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

死
の
撰
想

l
l
「
聖
母
被
昇
天
」

主
祭
壇
衝
立
の
中
央
に
は
、
大
西
国
の
「
聖
母
被
昇
天
」
（
挿
図
3
〉
が
据
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
構
闇
上
、

上
下
二
段
に
分
割
さ
れ
、
画
面
上
部
に

は
昇
天
す
る
塑
母
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
天
使
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
下
部
の
地
上
部
に
は
、
右
棺
を
中
心
に
左
右
六
人
ず
つ
の
使
徒
た
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
の
中
心
を
な
す
聖
母
は
、
聖
堂
に
葬
ら
れ
た
ド
ニ
ャ
・
マ
リ
I
ァ・

一
ア
・
シ
ル
パ
の
霊
名
が
由
来
す
る
守
護
袈
人
で
あ
り
、
彼
女
自
身
深
く
崇
敬
し

た
聖
人
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
天
上
に
迎
え
ら
れ
る
聖
母
の
姿
を
描
い
た
こ

の
作
品
は
、
従
来
よ
り
、
故
人
の
信
仰
に
ち
な
ん
で
聖
母
を
高
ら
か
に
礼
賢
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
も
グ
レ
コ
は
、
製
母
の
足
も
と
に
一
一
一
日
月

エノレ・グレコ「聖母被外天J1577 

年 401×229cm シカゴ，美術研

究所

挿図3

を
描
き
込
ん
で
、
聖
母
へ
の
礼
賛
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
。

日
月
は
、

聖
母
無
原
罪
の
象
徴
物
で
、
神
の
母
で
あ
る
マ
リ
ア
が
原
罪
を
免
れ
た
存
在
で

あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
三
日
月
を
踏
む
聖
母
の
姿
は
、
通
常
「
無
原
罪
の
御
宿

り
」
の
図
像
に
現
れ
る
も
の
だ
が
、
聖
母
が
厚
く
敬
わ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、

被
昇
天
の
聖
母
の
足
も
と
に
も
し
ば
し
ば
こ
の
象
徴
物
が
描
か
れ
た
。

グ
レ
コ

は
、
そ
う
し
た
例
に
倣
っ
て
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
l
ア
の
守
護
聖
人
聖
母
マ
リ
ア

の
純
潔
と
袈
性
を
強
調
し
、
こ
の
故
人
左
記
念
し
て
い
る
の
で
ム
日
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
上
部
に
捕
か
れ
た
使
徒
た
ち
の
姿
に
は
、
こ
の
聖
母
礼

賛
と
い
う
点
か
ら
は
理
解
し
が
た
い
描
写
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、

昇
天
す
る
聖
母
に
は
何
の
関
心
も
払
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現

は
、
こ
の
時
期
の
被
昇
天
図
の
大
勢
か
ら
見
て
も
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。

聖
母
被
昇
天
の
図
像
は
、

一
六
世
紀
初
頭
に
査
り
、
天
使
た
ち
に
よ
っ
て
引

き
上
げ
ら
れ
る
聖
母
の
姿
を
描
い
た
中
世
以
来
の
国
像
か
ら
、
聖
母
が
自
ら

人
の
力
で
天
に
昇
る
と
い
う
形
に
変
わ
る
。
こ
う
い
っ
た
図
像
で
は
、
聖
母
が

よ
り
高
め
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
の
に
応
じ
て
、

地
上
の
使
徒
た
ち
の
表
現
も
、

聖
母
の
奇
蹟
の
よ
う
な
昇
天
に
対
す
る
驚
き
と
感
嘆
を
露
わ
に
し
た
も
の
と
な

る
。
、
ウ
且
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
イ
・
フ
ラ
！
リ

に
あ
る
テ

ィ
ツ
ィ
ア
l
ノ
、
口
江
戸
口
。
〈
開
口
問
店
。
の
作
品
（
挿
図
4
）
は
、

そ
の
最
初
期
の

重
要
な
作
例
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
使
徒
た
ち
の
動
き
が
全
て
聖
母
の
方
に

向
け
ら
れ
、
観
者
の
視
線
を
昇
天
す
る
聖
母
の
方
へ
と
導
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

表
現
は
、

グ
レ
コ
の
生
き
た
一
六
世
紀
の
後
半
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
カ
ル
ラ
γ
チ
兄
弟

T
見
0
4
U
P

〉
雪
印
江
口
0
・

35. 
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挿i濁4

〉
口
同
氏
ゲ
同
｝
由
。
田
町
円
告
の
山
ら
ボ
ロ
i
ニ
ャ
派
の
作
家
た
ち
は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
独
特

の
劇
的
な
感
覚
で
、
過
剰
な
程
の
動
き
を
示
す
使
徒
た
ち
の
姿
を
描
き
出
し
た
。

彼
ら
の
描
く
使
徒
た
ち
は
、
大
き
な
身
振
り
で
聖
母
を
仰
ぎ
見
、
あ
る
い
は
そ

しの
て石
い（棺
るぎを
。覗

き
込
み

聖
母
の
身
に
驚
く
べ
き
奇
蹟
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
強
調

と
こ
ろ
が
グ
レ
コ
の
被
葬
天
国
で
は
、
前
列
右
側
の
二
人
の
使
徒
と
中
央
の

一
人
が
聖
母
を
見
上
げ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
勤
き
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

し

か
も
、
後
列
の
使
徒
た
ち
は
一
様
に
膜
想
的
な
様
子
で
表
わ
さ
れ
、

そ
の
表
情

も
熱
狂
と
は
程
遠
い
時
酵
さ
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
頭
部
だ
け
が
見
え
る
最

後
列
の
使
徒
た
ち
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
i
ノ
ら
が
描
く
使
徒
た
ち
と
は
全
く
対
照

的
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
昇
天
す
る
聖
母
に
も
、

ま
た
そ
の
石
棺
に
も
何
ら
関
心

符1図3部分悶

を
示
さ
ず
、

日
を
閉
じ
、

た
だ
う
つ
む
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
三
日
月

の
描
写
か
ら
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

グ
レ
コ
は
、

ド
ニ
ャ
・
マ
リ
i
ア
の
記
念

挿図5

と
し
て
聖
母
を
ひ
と
き
わ
高
ら
か
に
礼
賛
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
グ
レ
コ



が
、
な
ぜ
こ
う
し
た
使
徒
た
ち
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
ア
ィ
ツ
ィ
ア
i
ノ
の

作
品
の
よ
う
な
使
徒
た
ち
を
こ
こ
に
描
い
て
い
れ
ば
、

グ
レ
コ
は
、
聖
母
に
対

す
る
礼
賛
を
よ
り
明
確
に
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

グ
レ
コ
が
そ
う
し
た
表
現
を

知
ら
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
期
の
グ
レ
コ
が
、
先
の
テ

ィ
ツ
ィ
ア
l
ノ
の
作
品
を
見
て
い
た
こ
と
は
、
従
来
か
ら
確
実
視
さ
れ
て
い
る

〈日）

の
で
あ
る
。
両
者
の
作
品
に
共
通
す
る
マ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
ス
の
ポ
i
ズ
が
そ
れ

を
裏
付
け
て
い
る
。

グ
レ
コ
が
こ
の
作
品
に
、
従
来
い

し
た
が
っ
て
我
々
は
、

わ
れ
て
き
た
聖
母
礼
賛
と
い
う
一
ア
l
マ
以
外
の
、
何
か
他
の
意
味
を
も
込
め
た

の
だ
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

」
の
点
で
ま
ず
注
呂
さ
れ
る
の
は
、

後
列
右
端
の
使
徒
の
姿
で
あ
る
（
挿
図

エノレ・グレコ 「i淡怨する聖フラγシスコ」 1585 
90年頃 103x87cm パノレセローナ， トレリョー・コ
レクション
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5
〉。

彼
は
そ
の
手
を
胸
に
置
き
、

や
や
う
つ
む
き
加
減
に
前
方
を
見
遣
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
そ
の
説
線
は
虚
ろ
で
あ
り
、
彼
が
深
い
物
思
い
の
中
に
あ
る

」
と
を
示
し
て
い
る
。

」
う
し
た
タ
イ
プ
の
聖
人
像
は
、

一
六
J
一
七
世
紀
の
美
術
に
お
い
て
珍
し

い
も
の
で
は
な
い
。

胸
に
手
を
当
て
て
膜
想
に
耽
る
軍
人
の
姿
（
挿
図
6
〉
は

」
の
時
期
に
好
ん
で
拙
か
れ
た
主
題
の

つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
聖
人
た
ち

は
、
通
常
、

さ
れ
こ
う
べ
を
前
に
し
て
、
あ
る
い
は
自
ら
こ
れ
を
手
に
持
っ
た

姿
で
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
図
像
は
、
お
お
よ
そ
一
五
七

0
年
代
以
降
、
盛
ん

（

M
V
 

に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
、
即
ち
ト
リ
エ
ン
ト
公

会
議
に
続
く
対
抗
宗
教
改
卒
期
に
、

死
を
思
い
膜
想
す
る
こ
と
が
非
常
に
重

祝
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

エ
ミ
l
ル
・
マ
！
ル
に
よ
れ
ば
、

そ
う
し
た
勤
き
の

M
L
O可
O
｝
戸

イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ

Hm口三一

g
L白

（お）

の
『
霊
操
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

「
愉
し
み
や
歓
び
を
お
ぼ
え
る
ど
ん
な
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
る
の
は
、

わ

れ
わ
れ
の
罪
に
対
す
る
心
痛
、
悲
嘆
、
痛
悔
の
涙
を
も
よ
お
す
よ
で
妨
げ
と
な

る
か
ら
、
・
：
：
む
し
ろ
死
や
容
判
を
思
い
起
こ
し
て
、

だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
い
。

心
痛
と
悲
嘆
の
念
を
い

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ロ
ヨ
ラ
の
考
え
は
、
彼
の
後
継
者
で
あ
る
イ
エ
ズ

ス

た
ち
ゃ
、
そ
の
他
の
解
釈
者
に
よ
っ
て
発
展
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
絶
え
ず
死
を
直
視
し
、

死
に
つ
い
て
膜
想
す
る
こ
と
は
、
当

時
の
一
信
仰
生
活
に
お
い
て
最
も
震
安
な
務
め
と
な
っ
た
。
さ
れ
こ
う
べ
を
前
に

し
て
膜
想
す
る
聖
人
の
図
像
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

37 
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挿図7

」
の
点
を
ふ
ま
え
、
も
う

度
被
昇
天
閣
を
見
て
み
よ
う
。
胸
に
手
を
当
て

た
開
題
の
使
徒
の
ま
わ
り
に
は
、

さ
れ
こ
う
べ
の
よ
う
な
死
の
象
徴
物
は
な
い
。

し
か
し
、
彼
を
含
め
、
使
徒
た
ち
の
多
く
は
聖
母
の
昇
天
に
未
だ
気
付
い
て
い

：、。

φ
ト
L
t

、しV

し
か
も
、
こ
の
被
昇
天
図
で
の
使
徒
た
ち
の
描
写
は
、

グ
レ
コ
の
後
の

大
作
「
オ
ル
ガ
ス
伯
の
埋
葬
」
（
挿
図
7
）
に
拙
か
れ
た
葬
儀
参
列
者
の
そ
れ
に

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
オ
ル
ガ
ス
伯
の
埋
葬
」
は
、
被
昇
天
図
と
開
じ
く
、

そ
の
構
閣
が
上
下
二
段
に
分
割
さ
れ
て
い
る
。
上
段
部
に
描
か
れ
る
の
は
、
天

グ
ロ

1
リ
ア

上
の
栄
光
、
そ
し
て
、
天
使
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
、
天
上
の
世
界
に
今
迎
え
ら

れ
よ
う
と
す
る
伯
爵
の
魂
で
あ
る
。
他
方
下
段
に
は
、
伯
爵
の
壊
葬
に
立
ち
会

う
参
列
者
た
ち
が
拙
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
参
列
者
の
中
に
は
、
昇
天
す
る
伯
爵

の
魂
を
仰
ぎ
見
る
何
人
か
と
と
も
に
、
静
か
な
物
思
い
に
耽
る
人
々
の
姿
が
見

38 
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え
る
。
こ
の
描
写
は
、
基
本
的
な
構
成
に
お
い
て
被
昇
天
国
と
共
通
す
る
。
さ

ら
に
ま
た
、
こ
の
作
品
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
何
事
か
を
語
り
合

う
か
の
よ
う
な
姿
で
画
面
左
端
に
描
か
れ
た
こ
人
の
修
道
士
で
あ
る
（
挿
図
8
）。

こ
の
語
り
合
う
人
物
像
の
モ
チ
ー
フ
は
被
昇
天
図
の
中
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。

胸
に
手
を
当
て
た
使
徒
の
左
に
は
、
彼
を
凝
視
す
る
使
徒
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
顔
を
伏
せ
て
物
思
い
に
沈
む
彼
に
、
左
側
の
使
徒
は
何
か
を
語
り
か
け
よ

う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は

「
オ
ル
ガ
ス
伯
の
壇
葬
」

で
の

人
の
修
道
土
の
描
写
に
著
し
い
類
似
を
示
し
て
い
る
。
葬
犠
の
参
列
者

で
あ
る
こ
人
の
修
道
士
が
沈
痛
な
表
情
で
語
り
合
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
伯
爵
の

死
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
、
聖
母
の
昇
天
に
未
だ
気
付
い
て
い
な
い
二
人
の
使
徒

も
、
昇
天
に
先
立
つ
聖
母
の
死
に
患
い
を
馳
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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実
際
、
悲
し
や
け
に
語
り
合
う
人
物
像
の
モ
チ
ー
フ
は
、
聖
母
の
死
の
場
面
の
伝

統
的
な
囲
像
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
〈
挿
図
9
〉。

つ
ま
り
、
被
昇
天
図
下

部
の
地
上
の
場
面
は
、
聖
母
の
死
を
強
く
意
識
し
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
先
の
二
人
の
使
徒
を
初
め
と
す
る
多
く
の
使
徒
た
ち
は
、

そ
の
聖
母
の

死
の
立
会
人
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
か
ら
、

問
題
の
使
徒
の
、
胸
に
手
を
当
て
る
と
い
う
描
写
は
、
さ
れ
こ
う
ベ
を
持
つ
聖

人
と
共
通
の
理
念
を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
彼
は
、
聖
母
の
死
に

直
面
し
て
、
死
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
膜
想
に
耽
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

最
後
列
の
使
徒
た
ち
の
表
現
も
、

そ
う
し
た
死
に
つ
い
て
の
膜
想
と
い
う
面
か

ら
そ
の
意
味
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
聖
母
の
死
に
立
ち
会
い
、
彼
ら
も
ま

た
死
と
い
う
も
の
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
彼
ら
の
顔
に
刻
ま
れ
た
濃
い

一ーノ
J
γ
J
今

ι
、

回
陪
E
E
’UM

そ
の
思
い
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
グ
レ
コ
は
、
被
昇
天
国
の
中
に
、
聖
母
へ
の
礼
賛
と
と
も
に
、

死
を
思
う
使
徒
た
ち
の
姿
を
描
い
た
。
こ
れ
は
当
然
、
墓
所
聖
堂
を
飾
る
と
い

う
機
能
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
死
を
深
く
自
覚
し
て
膜
想
に
ひ
た
る
使
徒

た
ち
の
姿
に
は
、
現
世
に
お
け
る
自
ら
の
罪
を
悔
い
、
死
後
の
救
済
を
求
め
る

祈
り
が
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

聖
体
と
の
連
関

l
i
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
像
と

ベ
、
不
〕
ア

ィ
ク
ト
像

「
聖
母
被
昇
天
」
の
左
右
は
、

そ
れ
ぞ
れ
上
下
二
段
に
分
割
さ
れ
、
計
四
点

の
聖
人
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
左
列
下
段
の
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
像

39 
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洗
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百
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七
七
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γ
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ド
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γ
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エ
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テ
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（
挿
図
川
山
〉
と

右
列
上
段
の
製
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像
（
係
凶
江
）
に
は
共
通
し
た

特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
間
忠
人
は
、

い
ず
れ
も
向
か
を
指
し
示
す
姿
で
描
か

れ
て
い
る
。

ヨ
ハ
ネ
は
そ
の
指
先
を
我
々
か
ら
見
て
右
下
方
に
向
け
、
他
方
、

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
祝
福
の
形
で
拙
か
れ
た
手
な
左
下
方
に
向
け
て
い
る
。
し
か

も

ヨ
ハ
ネ
の
指
先
は
画
面
の
縁
か
ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
画

像
単
独
で
は
釣
り
合
い
を
欠
く
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
換
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

特
に
、
こ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像
の
場
合
、
祝
福
の
手
が
画
面
下
方
に
向
け
ら
れ

40 

る
と
い
う
表
現
自
体
兵
例
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
単
独
聖
人
像
で
は
、
祝

描
を
与
え
る
聖
人
の
手
は
、
通
常
胸
の
す
同
さ
に
上
向
き
で
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
剖
聖
人
の
指
し
示
す
先
は

「
田
市
母
被
昇
天
」
の
下
辺
中
央

あ
た
り
で
交
錯
し
て
い
る
（
挿
図
2
〉。

ヨ
ハ
ネ
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
両
聖
人
は

回
面
外
の
、
あ
る
共
通
の
対
象
を
指
し
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
一

体
何
を
指
さ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
で
こ
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど

議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
が
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、

こ
の
祭
壇
衝
立
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヨ
ハ
ネ
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
指
し
示
す
対
象
と
し
て
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
両
者
の
指
先
が
向
け
ら
れ
た
被
昇
天
図
の
下
辺
中
央
あ
た
り
の

描
写
で
あ
る
。

」
の
両
聖
人
が
指
し
示
す
よ
う
な
特
別
な

し
か
し
こ
こ
に
は

も
の
は
拙
か
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
被
昇
天
閣
の
す
ぐ
手
前
側
に
は
型
植
が

置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
う
。
挿
図

2
に
写
っ
て
い
る
盟
横
は
一
九
世
紀
の
も
の
だ
が
、
聖
堂
建
設
当
時
に
も
こ
の

位
置
に
は
型
機
が
置
か
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

ヨ
ハ
ネ
と
ベ
ネ

J

ア
ィ
ク
ト

が
指
し
示
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
聖
極
、
さ
ら
に
は
そ
の
す
ぐ
手
前
の

祭
壇
の
上
あ
た
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
一
樺
と
は
、
聖

別
さ
れ
た
車
体
を
安
設
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
祭
壌
と
は

ミ
サ
の
際
に
聖

体
を
捧
げ
る
べ
き
場
所
で
あ
る
。
聖
樟
も
祭
壇
も
、
こ
れ
以
外
の
間
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
再
聖
人
が
指
し
示
す
の
は
本
質
的
に
は
車
体
そ
の



も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ミ
サ
の

で
あ
る
聖
堂
を
鈍
る
画
中
の
聖
人
が

そ
の
典
礼
の
中
核
を
為
す
邸
晶
体
に
観
者
の
注
意
を
差
し
向
け
て
い
た
こ
と
は
大

い
に
あ
り
う
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
も
、
元
来
こ
の
聖
堂
内
に
据
え

ら
れ
て
い
た
製
植
は
グ
レ
コ
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
グ
レ
コ
が
、
堅
植
や
、

そ
れ
が
置
か
れ
る
現
実
空
間
を
も
含
め
た
形
で
袈
堂

内
博
の
装
飾
を
構
想
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
以
下
の
考
察
で
は
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
と
型
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

の
両
聖
人
像
と
回
一
一
体
と
の
連
関
が
成
立
し
う
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
詳

し
い
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

両
聖
人
像
と
聖
体
と
の
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、

グ
レ
コ

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
聖
植
を
含
む
祭
壇
の
袈
堂
建
設
当
初
の
状
態
、

お
よ
び
、
こ

の
祭
壌
と
祭
壇
衝
立
と
の
位
置
関
係
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、

グ
レ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
誤
植
は
過
去
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

我
々
は
今
日
残
さ
れ
て
い
る
記
録
文
献
か
ら
そ
の
形
状
等
を
推
測
す
る
し
か

な
い
。
こ
の
聖
極
は
グ
レ
コ
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
、

フ
ァ
ン
・
バ
、
ヮ
一
ア
イ
ス

タ
・
モ
ネ
l
グ
ロ
が
製
作
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
ニ
人
の
芸
術
家
と
注
文
者
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
文
惑
に
は
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
艶
植
に
関
す
る
一
言
及
が
な

さ
れ
て
い
る
。

訟
植
に
関
す
る
最
初
の
記
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
作
品
制
作
に
先
だ
っ

て
グ
レ
コ
と
注
文
者
側
が
取
り
交
わ
し
た
吋
覚
窓
口
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の

文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

グ
レ
コ
が
こ
の
聖
植
の
下
絵
あ
る
い
は
モ
デ
ル

を
制
作
す
る
こ
と
、

お
よ
び
、
実
作
品
は
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
高
さ
八
ブ

（
二
一
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〔
ス
ペ
イ
ン
の
度
設
衡
で
一
フ
ィ
i
ト
は
二
八
セ

〈
山
崎
）

ン
チ
メ
ー
ト
ル
〕
）
で
製
作
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。

d

．14
Tド
h

一
方
こ
れ
に
対

し
て

モ
ネ
i
グ
ロ
が
デ
ィ
エ
ゴ
に
宛
て
た
一
五
七
七
年
九
月
一
一
日
付
け
の

書
簡
に
は
、
今
少
し
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
書
面
に
よ
れ
ば
、

グ
レ
コ

の
案
に
よ
る
理
権
は
上
下
一
一
段
の
構
造
を
持
ち
、
上
段
は
一
一
本
の
柱
だ
け
で
椛

（四）

成
さ
れ
た
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
思
植
の
高
さ
は
こ
の
時
点
で
八
フ
ィ

ー
ト
か
ら
七
フ
ィ
ー
ト
（
一
九
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
変
更
さ
れ
て
い
問
。
こ

こ
で
グ
レ
コ
が
上
段
部
を
柱
二
本
だ
け
の
簡
素
な
形
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
期
間
植
が
背
後
の
絵
（
「
聖
母
被
昇
天
」
〉
の
鑑
賞
の
妨
げ
と
な
る
の
を
で

き
る
だ
け
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
デ

ィ
エ
ゴ
に
宛
て
た
別
の
書
簡
で
、

モ
ネ

i
グ
ロ
は
、
恕
一
植
の
上
段
が
あ
ま
り
大

き
く
背
後
の
絵
廊
作
品
を
遮
ら
な
い
よ
う
「
見
通
し
の
き
く
だ
器
官
B
E
m」

（れ〉

も
の
に
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
商
家
側
の

向
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
閉
じ
書
簡
の
中
で
モ
ネ
！
グ
ロ

は
、
デ
ィ
エ
ゴ
に
対
し
、
思
植
の
上
段
部
止
を
よ
り
装
飾
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、

グ
レ
コ
案
で
の
ニ
本
の
柱
の
他
に
八
本
の
柱
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
提
案
し
て

（幻）

い
る
。
聖
植
に
関
す
る
こ
れ
以
後
の
記
録
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
提
案
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
背
後
の
絵
と

の
関
係
は
そ
ネ
l
グ
ロ
も
了
解
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
新
た
な
柱
が
加
わ
っ

た
と
し
て
も
、
思
植
の
上
段
部
は
開
放
性
の
高
い
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た

」
の
最
後
の
書
簡
で
の
そ
ネ
i
グ
ロ
の
記
述
に
よ
れ

41 
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将図12

グアダノレーベ修遊説祭壇衝立構想図（部分〕

（幻）

ば
、
聖
植
の
柱
は
全
部
で
ニ

O
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
我
々
は
聖
掘
の
大
体
の
形
状
止
を
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た

ト
レ
ド
の
タ
ベ
l
一
ブ
病
誌
に
は
、

グ
レ
コ
の
設
計
に
よ
る

聖
櫨
〈
挿
図
ロ
〉
が
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
形
状

い
た
位
置
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

し
力、

挿図13 ファγ ・ゴメス・デ・モーヲ

00立図悉銀

も
参
考
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
聖
植
が
設
置
さ
れ
て

し
、
祭
檀
衝
立
の
構
造
か
ら
考
え
れ
ば
、

聾
植
の
基
底
部
は
祭
壇
衝
立
の
構
造

の
骨
格
を
な
す
コ
リ
ン
ト
ス
様
式
の
円
柱
の
基
底
の
高
さ
に
揃
え
ら
れ
て
い

た
と
見
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
例
は

フ
ァ
ン
・
ゴ
メ

ス
・
デ
・
モ

1
ラ

Mgロ
の
ひ
自
白
骨
宮
。
E
が

二
ハ
一
四
年
に
グ
ァ
ダ

ル
ー
ペ
修
道
院
の
た
め
に
設
計
し
た
祭
寝
街
立
（
挿
図
日
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、

グ
レ
コ
は
、
聖
植
が
背
後
の
絵
を
遮
る
の
を
で
き
る
だ
け
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避
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
点
か
ら
も
こ
の
位
置
は
納
得
で
き
よ

ぅ
。
こ
の
場
合
襲
権
の
上
端
は
、
被
昇
天
図
中
の
聖
母
の
足
元
を
少
し
下
が
る

あ
た
り
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
被
昇
天
国
の
鑑
賞
を
あ
ま
り
妨
げ
ず
に
済

む。
以
上
を
も
と
に
、
制
作
当
初
の
祭
壌
と
、

ヨ
ハ
ネ
像
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像
と

の
位
置
関
係
を
図
上
で
復
元
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
挿
図
u
y
ヨ
ハ
ネ
の

指
先
が
一
市
す
方
向
は
大
体
右
下
方
四

O
J五
O
度
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
祝
福
の

手
は
ヨ
ハ
ネ
の
指
先
ほ
ど
限
定
的
で
は
な
い
が
、
左
下
方
六

O
J七
O
度
前
後

を
指
し
て
い
る
。
他
方
聖
体
は
、
容
器
に
入
れ
ら
れ
た
上
で
、
聖
櫨
下
段
に
安

寵
さ
れ
る
。
祭
壇
は
、

そ
の
す
ぐ
手
前
側
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
に
お
お

よ
そ
の
見
当
を
付
け
た
よ
う
に
、
こ
の
荷
聖
人
が
聖
極
に
安
置
さ
れ
た
聖
体
、

さ
ら
に
は
、
車
横
手
前
の
祭
壌
上
に
ミ
サ
の
際
供
え
ら
れ
る
聖
一
体
を
指
し
示
し

て
い
る
と
い
う
位
震
関
係
は
視
覚
上
成
立
し
う
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し

か
も
、
こ
れ
ら
両
聖
人
と
聖
体
と
の
連
関
は
間
像
学
的
に
も
理
に
か
な
っ
た
も

の
と
い
え
る
。
次
に
、
特
に
ヨ
ハ
ネ
像
を
中
心
と
し
て
、
図
像
表
現
と
い
う
点

か
ら
聖
人
像
と
聖
体
と
の
連
関
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

何
も
の
か
を
指
し
示
す
二
人
の
聖
人
の
内
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
指
さ
す
ポ
l

ズ
で
掛
か
れ
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
美
術
作
品
に
お
い
て
、

し
ば
し
ば
ヨ
ハ

ネ
は
、
幼
児
キ
リ
ス
ト
、
あ
る
い
は
小
学
と
し
て
象
徴
的
に
表
わ
さ
れ
た
キ
リ

ス
ト
を
指
さ
す
姿
で
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
荒
野
に
イ
エ
ス
の
姿
を
見
い
だ
し

て
ヨ
ハ
ネ
が
諮
問
っ
た

「
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
羊
を
見
よ
」
〈
ヨ
ハ
ネ

－
二
九
〉
と
い
う
言
葉
に
由
来
す
る
。
我
々
が
今
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
聖

体
を
指
さ
す
ヨ
ハ
ネ
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
例
と
な
る
間
像
は
残
念
な
が

ら
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
で
い
う
「
神
の
小
羊
」
と
は
、

人
類
の
罪
の
あ
が
な
い
主
と
し
て
自
ら
の
身
を
神
に
捧
げ
た
キ
リ
ス
ト
を
象
徴

し
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
車
体
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
神
学
上
容
易
に

予
想
で
き
る
。
聖
体
と
は
、

ま
さ
に
こ
の
い
け
に
え
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
体
そ

の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ミ
サ
の
際
、
祭
壇
上
に
は
パ
ン
（
実
際
に
は
内
経
状
の
ウ
エ
ハ
ー
ス
〉
が
供
え

ら
れ
る
。
こ
の
パ
ン
は
、
司
祭
の
聖
別
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
体
に
お
い

て
キ
リ
ス
ト
の
体
に
変
化
〈
塑
変
化
〉
す
る
。
ミ
サ
の
典
礼
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト

の
体
、
即
ち
聖
体
を
新
た
な
い
け
に
え
と
し
て
神
に
捧
げ
、
十
字
架
上
で
の
キ

リ
ス
ト
の
蹟
非
を
操
り
返
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
体
と
は
、
い
け
に

え
の
キ
リ
ス
ト
、

つ
ま
り
「
神
の
小
羊
」
と
し
て
の
キ
リ
’
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

事
実
、
ミ
サ
の
典
礼
に
は
、
聖
体
が
「
神
の
小
学
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
る

場
面
が
あ
る
。
聖
体
拝
領
に
先
立
つ
場
面
で
司
祭
は
、
聖
体
を
捧
持
し
、
先
の

ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
「
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小
学
を
見
よ
」
を
唱
え
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、

エ
イ
ク
兄
弟
国
c
g
F
守
口

4
2
開
三
］
内

に
よ
る
ゲ
ン
ト
祭
壇

画
中
の
「
神
秘
の
小
学
の
礼
拝
」
（
指
図
お
）
は
、
聖
体
と
「
神
の
小
羊
」
と
の

こ
う
し
た
同
義
性
を
図
像
表
現
の
上
で
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
、

い
け
に
え
と
し
て
ほ
ふ
ら
れ
、
あ
が
な
い
の
血
を
カ
担
ス
に
注
ぐ
小
羊
は
、
祭

壊
上
に
措
か
れ
、
聖
体
と
等
し
い
も
の
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
神
学
の
上
で
も
、
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ま
た
美
術
表
現
の
上
で
も
、

ヨ
ハ
ネ
の
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指
し
一
訴
す
本
来
の
対
象
で
あ
る
「
神
の
小
学
」
は
聖
体
と
伺
義
の
も
の
と
と
ら
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え
ら
れ
る
。

し
か
も
ゲ
ン
ト
の
作
品
で
は
、
小
学
の
供
与
え
ら
れ
た
祭
壇
の
前
被

「
世
の
罪
宏
取
り
除
く
神
の
小
羊
を
見
よ
」
と
い
う
先
の
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
の
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
が
「
見
よ
」
と
呼
び
か
け

る
の
は

い
け
に
え
と
さ
れ
た
文
字
通
り
の
小
羊
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
小

羊
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
聖
体
で
も
あ
る
。
こ
の
描
写
は
、
聖
体
が
、
洗
礼
者

ヨ
ハ
ネ
に
よ
っ
て
指
ざ
さ
れ
る
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
グ
レ

コ
の
拾
い
た
ヨ
ハ
ネ
像
が
聖
体
を
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
点
か
ら

裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像
に
つ
い
て
も
、
下
方
に
向
け

ら
れ
た
彼
の
手
が
祝
福
を
与
え
る
形
で
一
万
さ
れ
て
い
る
と
い
う
描
写
か
ら
、

h ζ 

の
先
に
伺
か
重
要
な
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
祭
檀
上

に
捧
げ
ら
れ
た
聖
体
は
そ
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

で
は
、
こ
の
図
像
表
現
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
人
の

聖
人
が
、
聖
体
に
対
す
る
観
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
作
品
制
作
当
時
の
聖
体
解
釈
の
あ
り
方
を
も

考
え
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
我
々
は
こ
の
図
像
が
表
わ
す
意
味
を
よ
り
、
深
く
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
レ
コ
が
生
き
た
一
六
世
紀
後
半
は
、

一
五
一
七
年
に
端
を
発
し
た
宗
教
改

卒
と
、

そ
れ
に
対
す
る
カ
ト
ワ
ッ
グ
側
の
対
抗
宗
教
改
革
運
動
の
渦
中
に
あ
る

宗
教
的
対
立
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
聖
体
に
関
す
る
解
釈
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト

p
y
グ
の
闘
の
対
立
の
最
も
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。



宗
教
改
革
以
前
に
は
、
ミ
サ
に
供
せ
ら
れ
る
パ
ン
と
ワ
イ

γ
は
、
典
礼
中
に
可

祭
が
唱
え
る
聖
別
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
体
が
キ
リ
ス
ト
の
体
と
血
に
変

化
ハ
取
一
一
変
化
）
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
ル
タ
i
罵
同
込
山
口

F
E
Y
R

は
、
こ
れ
に
対
し
、

キ
リ
ス
ト
の
体
と
血
は
パ
ン
と
ワ
イ
ン
の
中
に
、
そ
れ
の

も
と
に
、
そ
れ
と
と
も
に
現
臨
す
る
、
と
い
う
共
存
説
を
出
し
た
。
さ
ら
に
ツ

ヴ
ィ
ン
グ
リ

d
r
r
r
N当
日
ロ
ぬ
ロ
ら
は
、

カ
ト
リ
ヅ
ク
の
教
え
に
真
っ
向
か
ら

対
立
す
る
象
徴
説
、

即
ち
、
パ
ン
と
ワ
イ
ン
は
キ
リ
ス
ト
の
体
と
血
を
象
徴
す

る
に
過
ぎ
ず
、

そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
の
体
と
血
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う

考
え
を
示
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
カ
ト
リ
γ
ク
教
会
は
、

ト
リ
エ
ン
ト

公
会
議
と
こ
れ
に
基
づ
く
対
抗
宗
教
改
卒
運
動
を
通
し
て
、
先
の
聖
変
化
の
教

ま
た
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
そ
れ
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
）
。
こ
う
し

義
を
擁
護
し
、

た
動
き
は
布
教
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
美
術
作
品
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

T三

エ
ミ
l
ル
・
マ
i
ル
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
聖
体
の
秘
跡
の
強
調
と

そ
の
視
覚
化
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
以
降
の
美
術
の
重
要
な
テ
！
？
と
な
っ
て
い
く

（明む

の
で
あ
る
。
眠
中
の
聖
人
が
祭
壇
上
の
聖
体
を
指
ざ
す
と
い
う
グ
レ
コ
の
表
現

も
ま
た
、
聖
体
の
秘
跡
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
聖
体
解
釈
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

ミ
サ
に
供
せ
ら
れ
る
車
体
は
、
聖
変
化
の
後
も
、

闘
に
見
え
る
形
と
し
て
は

も
と
の
「
パ
ン
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
の
祭
壇
の

聖
体
は
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
に
指
さ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
体
が
、

ハ
ネ
の
指
し
示
す
本
来
の
対
象
で
あ
る

「
神
の
小
学
」

即
ち
あ
が
な
い
主
キ

リ
ノ
ス
ト
の
体
に
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
、
聖
体
に
祝
福
を

与
え
る
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
こ
の
袈
体
が
真
に
聖
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
人
の
聖
人
は
、
器
変
化
の
教
義
に
沿
っ
て
型

体
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
聖
体
が
現
実
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
点
で
、
そ
れ
は
、
教
義
の
観
念
的
な
表
現
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
の

図
像
表
現
は
、
観
者
の
前
の
臨
晶
体
が
キ
リ
ス
ト
の
体
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、

即
ち
、
こ
の
聖
堂
の
祭
壇
上
で
実
際
に
聖
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
自
に
見
え

る
形
で
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
章
で
見
た
よ
う
に
、
作
品
の
注
文
者
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
カ
ス
テ
ィ
i
リ
ャ

は
、
学
識
あ
る
聖
職
者
で
あ
り
、
当
時
の
宗
教
問
題
に
も
精
通
し
た
人
物
で
あ

っ
た
。

し
か
も
、
聖
体
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
彼
の
遂
行
し
た
教
会
改
卒
の
重
要

な
限
目
で
あ
っ
た
。
他
方
、

グ
レ
コ
も
、
自
ら
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
の
議
事
録

を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
公
会
議
で
再
三
議
論
さ
れ
た

聖
体
解
釈
の
問
題
を
十
分
に
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
見
た
よ

う
な
高
度
な
国
像
表
現
は
、
こ
う
し
た
注
文
者
と
画
家
の
共
同
作
業
の
中
か
ら

生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五

祭
壇
衝
立
の
閣
像
プ
ロ
グ
ラ
ム

三
章
お
よ
び
四
章
で
の
考
察
で
、
我
々
は
、

サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
ル
・

ア
ン
テ
ィ
l
グ
ォ
の
祭
壇
衝
立
の
間
像
表
現
上
の
問
題
を
二
つ
の
点
か
ら
検
討

ヨ

し
た
。
そ
の
中
で
我
々
は
、
こ
の
祭
壇
衝
立
に
死
に
つ
い
て
の
膜
想
を
示
し
た

描
写
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
の
祭
壇
衝
立
が
現
実
の
袈
体
と
連
関
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
議
論
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さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の

一
つ
の
図
像
表
現
は
、
祭

壇
衝
立
全
体
の
意
味
を
解
明
す
る
上
で
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
現
実
の
聖
体
と
の
連
関
は
、
こ
の
祭
壇
衝
立

の
間
像
プ
一
グ
ラ
ム
が
ど
の
よ
う
な
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
根
本
的
な
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
祭
壊
衝
立
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

九
点
の
絵
踊
作
品
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
祭
壇
上
の
聖
体
を
合

め
て
、
初
め
て
一
つ
の
総
体
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

キ
η
ツ
ス
ト
の
体
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
重
要
性
か
ら
、
聖
体
は
、
全
体
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
要
と
な
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
祭
壊
衝
立
と
聖
体
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

リ
チ
ャ

1
ド
・
マ
ン
の
最

近
の
研
究
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
彼
は
、
河
時
代
の
神
学
的
著
作
を
広
く
援

用
し
て
、

「
学
館
の
礼
拝
」

一
体
」
、
「
聖
母

「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
、

被
昇
天
」
の
四
点
の
大
作
に
、
ミ
サ
や
襲
体
に
関
わ
る
表
現
が
為
さ
れ
て
い
る

（
明
日
）

こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
意
味
は
、

画
中
の
聖
人
が
聖
体
を
指
し
示
し
て
い
る
と
い
う
表
現
と
無
関
係
に
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
祭
壇
衝
立
は
、
盟
体
を
介
し
て
現
実
の
典
礼
の
携
に
直

接
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
様
相
を
畏
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
そ
う
し
た
現
実
の
ミ
サ
典
礼
と
の
関
わ
り
が
、
こ
の
祭
埴
衝
立
の
意
味

止
を
解
く
鍵
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
聖
体
と
の
連
関
を
軸
に
、
聖
堂
を

飾
る
作
品
群
の
国
銀
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

主
祭
壇
衝
立
で
は

、
サ
が
真
の
救
済
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
へ
の

信
仰
が
、
現
実
の
典
礼
と
一
体
化
し
た
形
で
表
拐
さ
れ
る
。
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洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
像
と
霊
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
像
が
指
し
示
す
聖
体
を
取
り
巻
き
、

聖
堂
内
で
は
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
二
点
の
聖
人
像
は
ミ
サ
の
中
核
を
為
す

聖
変
化
の
場
面
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

ヨ
ハ
ネ
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は
、
祭
壇

上
の
聖
一
体
を
指
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
者
の
注
意
を
聖
体
に
差
し
向
け
、

え」

ら
に
、
こ
の
祭
壇
上
の
聖
体
が
あ
が
な
い
主
キ
リ
ス
ト
の
体
そ
の
も
の
に
な
っ

た
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
て
彼
ら
は
、
こ
の
聖
堂
で
の
ミ
サ
の
中
で
、
実
際
に

聖
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
自
に
見
え
る
形
に
し
て
い
る
。

こ
の
襲
変
化
の
結
果
祭
壇
上
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
体
は
、
次
に
、
ミ
サ
に

お
け
る
新
た
な
い
け
に
え
と
し
て
神
に
捧
げ
ら
れ
る
。
聖
変
化
に
続
く
場
面
で

司
祭
は
次
の
よ
う
な
祈
り
を
唱
え
る
。

「
こ
の
供
物
に
ご
嘉
納
の
お
だ
や
か
な
御
お
を
下
し
給
え
。
主
の
下
僕
な
る

義
人
ア
ベ
ル
の
供
物
と

の
大
祭
司
メ
ル
セ
デ
ク
が
主
に
さ
さ
げ
泰
つ

た
供
物
を
受
け
入
れ
た
如
く
、
こ
の
聖
な
る
い
け
に
え
、
け
が
れ
な
き
オ
ス
テ

ィ
ア
（
護
休
〉
を
う
け
い
れ
給
え
」
。

ミ
サ
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
は
、
神
が
こ
の
祈
り
に
応
え
、

「
聖
な
る
い
け
に
え
」
で
あ
る
聖
体
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
完
結
す
る
。

一－，

位
一
体
」
〈
挿
図
M
U
に
は
、

そ
う
し
た
理
体
の
受
け
入
れ
の
場
閣
が
象
徴
的
に

表
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
三
位
一
体
」
に
措
か
れ
る
の
は
、
死
せ
る
キ
リ
ス
ト
の
体
を
背
後
か

ら
抱
き
か
か
え
る
父
な
る
神
の
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、

座
」
の
図
録
に
そ
の
起
源
を
持
っ
て
い
問
。
「
聖
龍
の
玉
座
」
と
は
、
磁
刑
の
キ

の
玉
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リ
ス
ト
を
、
向
じ
く
背
後
か
ら
抱
き
か
か
え
た
父
な
る
神
の
姿
を
表
わ
し
た
関

（

m
M〉

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
あ
が
な
い
の
神
に
よ
る
受
け
入
れ
を
窓
味
し
た
。
一
様

像
で
、

刑
の
キ
リ
ス
ト
を
死
せ
る
キ
リ
ス
ト
に
置
き
替
え
た
グ
レ
コ
の
表
現
も
、
こ
れ

と
同
様
の
意
味
を
表
わ
す
。
こ
の
間
像
を
、
グ
レ
コ
は
デ
ュ

l
ラ
i
〉

F
おロゲ門

〈お）

り
門
町
民
の
木
版
画
（
挿
悶
悶
む
か
ら
学
ん
だ
。

し
か
し
、

グ
レ
コ
は
そ
の
版
画

に
徴
妙
な
変
化
を
加
え
、
彼
の
作
品
を
よ
り
豊
か
な
意
味
を
持
っ
た
も
の
に
し

て
い
る
。

グ
レ
コ
は
、
製
三
位
を
取
り
巻
く
天
使
た
ち
の
数
を
デ
ュ

l
ラ
！
の

作
品
よ
り
も
少
な
く
し
、

ま
t~ニ

か
な
り
接
近
し
た
視
点
か
ら
こ
の
場
面
を
拾

い
た
。
そ
の
結
果
、
死
せ
る
キ
ワ
ス
ト
の
体
は
画
面
に
よ
り
大
き
な
場
所
を
占

め
る
こ
と
に
な
る
。

グ
レ
コ
は
、
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
の
践
を
観
者
に
強
く
印

象
付
け
、
こ
こ
で
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
が
、

い
け
に
え
と
し
て
の
キ
リ
ス

ト
の
体
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
制
し
て
い
る
。

そ
し
て
、

い
け
に
え
と
し
て

の
体
と
い
う
点
で
、
間
中
の
キ
リ
ス
ト
は
、

、
サ
の
場
で
捧
げ
ら
れ
る
聖
体
と

重
な
り
合
う
。
祭
壇
上
の
製
体
が
絵
画
作
品
の
図
像
連
関
の
中
に
あ
る
以
上
、

1511'.tf- 39X28 持図17 デューラー 「三位一体」
cm ポスト γ笑術館

こ
の
両
者
の
関
係
は
視
覚
的
に
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
画
中
の
キ
リ
ス

ト
は
、
聖
体
の
真
上
に
描
か
れ
て
、
こ
れ
と
対
肌
隠
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の

「
三
位
一
体
」
は
、
祭
壇
上
の
聖
体
が
、
真
実
の
い
け
に
え
と
し
て
、
即
ち
あ

が
な
い
主
キ
リ
ス
ト
の
体
そ
の
も
の
と
し
て
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
う
し
た
、
現
実
の
典
礼
と
祭
壇
衝
立
と
の
結
び
つ
き
は

「
三
位
一
体
」

と
「
聖
母
被
昇
天
」
の
間
に
置
か
れ
た
小
口
問
、

「
ヴ
エ
ロ
ニ
カ
の
ヴ
ェ
ー
ル
」

（
挿
図
お
〉
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
。

」
の
作
品
で
、

ヴ
ェ
ー
ル
に
写

し
と
ら
れ
た
袈
顔
は
、
ニ
人
の
小
天
使
に
よ
っ
て
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場

面
も
ま
た
、

、
サ
に
お
け
る
聖
体
の
奉
献
に
関
わ
る
。
一
時
祭
は
、
先
の
祈
り
の

一
言
葉
に
続
け
、
次
の
よ
う
に
唱
え
る
。

「
主
の
裂
な
る
天
使
の
手
を
も
っ
て
、

天
の
祭
壌
と
神
聖
な
み
い
ず
（
御
稜

49 



（お）

威
〉
の
み
ま
え
に
、
こ
の
い
け
に
え
を
運
ば
せ
た
ま
え
」
。

こ
の
作
品
の
よ
う
に
楕
円
の
中
に
肖
像
を
描
く
と
い
う
関
像
は
、

マド9-76 （長径）×55cm1577-79年エノレ・グレコ 「ヴェロニカのゥ・エーノレ」

ド，俗人コレグショソ

挿図18ィ，マ

i

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ヴ
エ
ロ
ニ
カ
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
は
、

ゴ
・
ク
リ
ペ
ア
l
タ
と
呼
ば
れ
、
古
代
以
来
、
死
者
の
肖
像
形
式
と
し
て
広
く

コ
ニ
位
一

体
」
で
の
キ
リ
ス
ト
の
神
に
よ
る
受
容
に
先
立
ち
、
あ
が
な
い
の
た
め
に
死
ん

だ
キ
リ
ス
ト
を
、

さ
ら
に
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
聖
体
を
、

50 

「
み
い
ず
の
み
ま
え
」
に
捧
げ
渡
す
天
使
の
姿
を
表
わ
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
祭
壌
筋
立
を
飾
る
作
品
は
、
聖
堂
内
で
の
現
実
の
ミ
サ

典
礼
と
密
接
に
連
係
し
て
い
る
。
聖
堂
内
で
の
ミ
サ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に

葬
ら
れ
た
こ
人
の
死
者
t

｜
｜
ド
ニ
ャ
・
マ
リ
i
ア
・
デ
・
シ
ル
パ
、

お
よ
び
デ

ィ
エ
ゴ
・
デ
・
カ
ス
一
ア
ィ

i
リ
ャ
l
i
i
の
救
済
を
祈
念
す
る
も
の
に
他
な
ら
な

ぃ
。
一
一
意
で
見
た
通
り
、
こ
の

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
目
的
に
基
づ
い
て

建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
聖
堂
に
は
、
彼
ら
二
人
の
た
め
に

ミ
サ
な
挙
げ
る
司
祭
が
実
際
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
主
祭
壇
衝
立
の
作
口
聞
は
、

こ
れ
ら
の
司
祭
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
ミ
サ
の
中
で
、
確
か
に
聖
変
化
が
起

こ
っ
た
こ
と
、

そ
の
聖
変
化
の
結
果
キ
リ
ス
ト
の
体
と
な
っ
た
聖
体

そ
し
て
、

が
神
に
捧
げ
ら
れ
、

ま
た
こ
れ
が
神
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
グ
レ
コ
の
祭
壊
衝
立
は
、

キ
リ
ス
ト
の
あ
が
な
い
が
こ
う
し
て
聖
堂

内
の
ミ
サ
の
場
で
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
一
一
人
の
死
者
の
た
め

に
挙
げ
ら
れ
る
ミ
サ
が
真
に
救
済
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
被
昇
天
間
中
の
使
徒
た
ち
の
描
写
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
レ
コ
の

祭
一
境
衛
立
の
役
割
を
別
の
面
か
ら
裏
付
け
る
。

見
た
よ
う
に
、
彼
ら
使

徒
た
ち
の
、
罪
を
悔
い
、
死
に
つ
い
て
膜
想
す
る
姿
の
内
に
は
、

死
後
の
救
済

へ
の
祈
り
が
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
壇
衝
立
が
死
者
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
こ
う
し
て
明
確
に
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
使
徒
た
ち
の
頭
上
に
描
か
れ
た
聖
母
の
姿
も
、
そ
う
し
た
死
者

の
救
済
へ
の
祈
り
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
被
昇
天
国
に
お
い
て
、
聖



母
の
体
は
実
に
堂
々
と
し
た
そ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
も
っ
て
捕
か
れ
、

た
、
地
上
部
の
石
棺
は
、

そ
の
内
部
が
空
に
な
っ
た
こ
と
を
一
部
す
た
め
、
自
然

な
三
次
元
空
間
に
若
干
不
調
和
な
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、

聖
母
が
体
の
復
活
を
か
ち
得
た
こ
と
を
視
覚
的
に
強
調
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
的

な
救
済
と
は
、
こ
の
よ
う
に
復
活
し
、
天
上
で
永
遠
の
至
福
を
得
る
こ
と
を
い

ぅ
。
死
に
勝
利
す
る
聖
母
の
姿
に
は
、
こ
の
至
福
が
具
体
的
な
形
で
表
わ
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
神
学
的
、
典
礼
的
な
面
か
ら
救
済
の
理
念
を
表
明
す
る
主

祭
壇
衝
立
に
対
し
、
脇
祭
壇
衝
立
は
、
歴
史
的
な
面
か
ら
救
済
へ
の
過
程
を
語

っ
て
い
る
。

脇
祭
壌
の
作
品
は
、
「
学
館
の
礼
拝
」
（
挿
図
股
）
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」

（
挿
図
加
〉
へ
と
展
開
す
る
。
前
者
は
人
類
救
済
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
降
誕
の

場
面
で
あ
り
、
後
者
は
、
死
に
勝
利
す
る
キ
リ
ス
ト
が
救
世
主
と
し
て
の
力
を

人
々
に
啓
示
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
祭
壇
衝
立
最
上
段
の
「
三
位
一

体
」
で
の
あ
が
な
い
主
キ
リ
ス
ト
の
神
に
よ
る
受
容
へ
と
つ
な
が
り
、
人
類
救

済
に
至
る
神
の
計
画
の
歴
史
的
な
手
順
を
記
念
し
て
い
る
。

他
方

お
よ
び
リ
チ
ャ
！
ド
・
マ
ン
の
研
究
に

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
、

よ
れ
ば
、
こ
の
両
作
品
に
お
い
て
構
図
上
の
中
心
を
占
め
、
裸
体
の
ま
ま
神
秘

的
な
光
の
中
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
体
は
、
聖
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
九
。
既
に
見
た
通
り
、
聖
体
と
祭
壇
衝
立
と
の
連
関
が
明

ら
か
な
以
上
、
こ
の
指
摘
は
極
め
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
聖
堂
全
体 ;]:: 

持IZl19 エノレ・グレコ 「竿飼の礼拝」 1577 
-79年 210xl2Scm サ γタγデ
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図挿

の
図
像
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
と
な
る
聖
体
へ
の
信
仰
の
表
明
は
、
こ
の
よ
う
に
聖

堂
内
に
こ
だ
ま
し
、
全
体
の
統
一
が
国
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「羊

錦
の
礼
拝
」
の
回
閣
右
下
に
は
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
の
姿
が
、

そ
し
て
「
キ
リ
ス

ト
の
復
活
」
の
昭
商
左
下
に
は
聖
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
の
姿
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ

て
い
る
。
彼
ら
は
、

い
ず
れ
も
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
が
深
く
尊
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間
簡
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文
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は
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「
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う

数
が
、
彼
が
付
け
加
え
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し
た
八
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を
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台
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は
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し
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ト
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辞
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房
一
一
九
五
四
年

第
五
巻
四
七
頁
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リ
コ
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ル
パ
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総
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サ
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・
ボ
ス
コ
社
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九
五
去
年
七
五
七
支
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エ
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公
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際
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統
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れ
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五
七
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議
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概
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れ
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八
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